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■都市圏レベルの交通シミュレータの開発
交通システムの導入評価

■運転ストレスの定量化 ■オンデマンド交通サービスの社会実装
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■自動運転サービスの実証実験

 

   

   



国交省都市局のスマートシティのコンセプト

スマートシティ化で生活の質（QoL）向上

・情報通信技術を活用し，全体最適化を目指した持続可能な都市

⇒交通インフラ・サービスは重要分野で，異分野と連携・協働して実現に
⇒まちづくりビジョン実現に向けた「公民連携」
⇒定量的な効果計測，継続的なデータ収集（観測）と動的なマネジメント（制御）
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交通サービス連携の必要性
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CASE（Connected，Autonomous，Shared & Services，Electric）

・変革時期にある自動車産業を象徴する言葉

 CASEとMaaS

MaaS（Mobility as a Service）

・出発地から目的地までの移動ニーズに対して最適な移動手段をシームレスに提
供する等，移動を単なる手段としてではなく，利用者にとっての一元的なサービス
として捉える概念

・スマートフォンアプリ等を用いて，出発地から目的地までの移動手段の検索・予
約・決済を一括して行えるサービス等が典型

MaaSに関する国土交通省報道発表資料より
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Door to Doorの一体的な「統合公共交通サービス」の提供

・自動車利用の適正化

⇒規制，道路利用課金（混雑税），駐車場マネジメント，最新技術の導入

・公共交通サービス水準を自家用車の自由度と同程度まで向上

⇒公共交通事業者や商業・福祉施設等が連携したMaaS提供

⇒既存の鉄道・路線バスを面的に補完するオンデマンドサービスの導入
⇒定額制（サブスクリプション）で固定費に ：年金暮しで計画的支出は安心

日本型MaaSのイメージ

日本型MaaSの社会実装

静岡市内で
MaaS実証実験中
（2/15～23）
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来訪者向け交通サービス連携のイメージ

個別利用者ニーズに応じた多様な連携で来訪頻度向上

・生産年齢人口の減少，テレワーク推進によって通勤・通学定期券利用者も減少

⇒勤務先周辺での消費活動も減少

・現在の商業施設連携（駐車場料金割引）に類似した協調サービス

⇒複数の目的地側施設が連携・協働したMaaS定期券の企画
⇒自動車利用者へは，集約された（予約制）フリンジ駐車場と送迎サービスの連携
⇒来訪頻度に応じて利用者が選択できるサービス連携内容と価格の設定
⇒（将来的には）居住地側との地域連携も

地域ブランドと共創できる空間

・明確なまちづくりビジョン（トップダウン）

⇒歴史的文脈も踏まえた方向性の共有（交通サービス連携含む）

・来訪者・利用者の発想によるイベント開催（ボトムアップ）

⇒専門的ではないオープンな空間
⇒短期間イベント開催等による新陳代謝（マンネリ防止）


